
安全委員会（※または「喀痰吸引等関係者会議」など実態に合わせ書き換えること）設置規程
　　　　　                                 事業所名  　　　　　　　　　　　 　

（設置の目的）

第１条　介護職員による喀痰吸引及び経管栄養（以下「喀痰吸引等」という。）に関する業務の実施に当たって、事業所（または施設）内に安全委員会（または喀痰吸引等関係者会議）を設置する。

（協議内容）

第２条　委員会（または喀痰吸引等関係者会議）は、次に掲げる事項について検討・協議する。

 (1)　介護職員による喀痰吸引等業務の実施方針および実施計画に関すること。

 (2)　介護職員による喀痰吸引等業務の実施状況および進捗状況に関すること。
 (3)　医師および看護職員と介護職員の連携による喀痰吸引等の実施に関する体制に関すること。
 (4)　介護職員が喀痰吸引等を実施する場合の手続きおよび業務手順に関すること。

 (5)　介護職員が喀痰吸引等を実施する際の事故およびヒヤリハット事例の蓄積および分析に関すること。

 (6)　介護職員が喀痰吸引等を安全に実施するための教育、研修計画等に関すること。

 (7)　介護職員が行う喀痰吸引等に必要な備品等の衛生管理および感染予防に関すること。
 (8)　その他業務の実施に関して必要な事項
（構成）

第３条　委員会（または喀痰吸引等関係者会議）は、事業所（または施設）の管理者（または長）、喀痰吸引等業務従事者、喀痰吸引等対象者に関わる訪問看護事業所の看護職員、主治の医師、その他委員長が必要と認める者で構成する。構成員は別表のとおりとする。
２　委員会の委員長は、事業所（または施設）の管理者（または長）とする。
（会議）

第４条　委員会は、月に１回開催するものとし、必要に応じて委員長の判断で随時開催することができる。

２　会議内容については記録し保存する。




（※注意：この様式は、業務方法書(例)に記載されている安全体制の整備（安全委員会の設置等）についての定めの作成例となるものです。内容については、各事業所の体制及び利用者宅等の状況を踏まえ、適宜修正してお使いください。すでに貴事業所において、同等のものが整備されている場合には、その写しを業務方法書に添付してください。新たに作成していただく必要はありません。）











